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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年4月21日(2016.4.21)

【公開番号】特開2014-174292(P2014-174292A)
【公開日】平成26年9月22日(2014.9.22)
【年通号数】公開・登録公報2014-051
【出願番号】特願2013-46098(P2013-46098)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｓ   5/068    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  26/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ    3/02     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｓ    5/068    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   26/10     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月12日(2016.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の光源と、
　前記複数の光源を駆動する光源駆動手段と、
　前記光源からの出射光を反射し対象物に投射する反射ミラーと、
　前記反射ミラーを駆動するミラー駆動手段と、
　入力映像信号から、画像信号の特徴量を検出する特徴量検出手段と、
　前記特徴量検出手段で得られた画像信号の特徴量から、画像の切り替わりを検出するシ
ーンチェンジ検出手段と、
　前記複数の光源の光量を測定する光センサと、
　前記複数の光源近傍の温度を測定する温度センサと、
　前記入力映像信号の垂直帰線期間に第一基準信号レベルの映像を重畳し、その光量を前
記光センサで測定した第一光量値に応じて第一ステップ幅にて前記複数の光源の光量－順
方向電流特性の閾値電流を制御する閾値電流制御手段と、
前記温度センサの出力または前記画像信号の特徴量に応じて第一ステップ幅にて前記複数
の光源の光量－画像信号特性の傾きを制御する電流ゲイン制御手段と、
を備え、出射光を前記反射ミラーで走査することで画像を投射表示させる画像表示装置で
あって、
　前記シーンチェンジ検出手段において画像の切り替わりを検出した際、前記第一ステッ
プ幅よりも大きい第二ステップ幅にて、前記複数の光源の閾値電流および光量－画像信号
特性の傾きを制御することを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像表示装置において、
　前記閾値電流制御手段は、垂直帰線期間に第一基準信号レベルの映像を重畳する表示位
置を映像フレーム毎でランダムな表示位置となるよう制御することを特徴とする画像表示
装置。
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【請求項３】
　請求項１乃至２に記載の画像表示装置において、
　前記閾値電流制御手段は、表示期間中の８画素以下の単位での平均信号レベルの最小値
が、第一基準信号レベルの２倍以上となる表示位置と一致するように、垂直帰線期間に第
一基準信号レベルの映像を重畳することを特徴とする画像表示装置。
【請求項４】
　請求項１乃至２に記載の画像表示装置において、
　前記閾値電流制御手段は、表示期間中の８画素以下の単位でのＲとＧの合計値の平均信
号レベルの最小値が、第一基準信号レベルの２倍以上となる表示位置と一致するように、
垂直帰線期間に第一基準信号レベルの映像を重畳することを特徴とする画像表示装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４に記載の画像表示装置において、
　前記画像信号の特徴量は、少なくとも前記複数の光源毎のＡＰＬ（Average Picture Le
vel）を含むことを特徴とする画像表示装置。
【請求項６】
　複数の光源と、
　前記複数の光源を駆動する光源駆動手段と、
　前記光源からの出射光を反射し対象物に投射する反射ミラーと、
　前記反射ミラーを駆動するミラー駆動手段と、
　入力映像信号から、画像信号の特徴量を検出する特徴量検出手段と、
　前記特徴量検出手段で得られた画像信号の特徴量から、画像の切り替わりを検出するシ
ーンチェンジ検出手段と、
　前記複数の光源の光量を測定する光センサと、
　前記入力映像信号の垂直帰線期間に第一基準信号レベルの映像を重畳し、その光量を前
記光センサで測定した第一光量値に応じて第一ステップ幅にて前記複数の光源の光量－順
方向電流特性の閾値電流を制御する閾値電流制御手段と、
　前記入力映像信号の垂直帰線期間に第二基準信号レベルの映像を重畳し、その光量を前
記光センサで測定した第二光量値および前記第一光量値に応じて第一ステップ幅にて前記
複数の光源の光量－画像信号特性の傾きを制御する電流ゲイン制御手段と、
を備え、出射光を前記反射ミラーで走査することで画像を投射表示させる画像表示装置で
あって、
　前記シーンチェンジ検出手段において画像の切り替わりを検出した際、前記第一ステッ
プ幅よりも大きい第二ステップ幅にて、前記複数の光源の閾値電流および光量－画像信号
特性の傾きを制御することを特徴とする画像表示装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の画像表示装置において、
　前記閾値電流制御手段は、垂直帰線期間に第一基準信号レベルの映像を重畳する表示位
置を映像フレーム毎でランダムな表示位置となるよう制御し、
前記電流ゲイン制御手段は、垂直帰線期間に第二基準信号レベルの映像を重畳する表示位
置を映像フレーム毎でランダムな表示位置となるよう制御することを特徴とする画像表示
装置。
【請求項８】
　請求項６乃至７に記載の画像表示装置において、
　前記閾値電流制御手段は、表示期間中の８画素以下の単位での平均信号レベルの最小値
が、第一基準信号レベルの２倍以上となる表示位置と一致するように、垂直帰線期間に第
一基準信号レベルの映像を重畳し、
　前記電流ゲイン制御手段は、表示期間中の８画素以下の単位での平均信号レベルの最小
値が、第二基準信号レベルの２倍以上となる表示位置と一致するように、垂直帰線期間に
第二基準信号レベルの映像を重畳することを特徴とする画像表示装置。
【請求項９】
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　請求項６乃至８に記載の画像表示装置において、
　前記画像信号の特徴量は、少なくとも前記複数の光源毎のＡＰＬ（Average Picture Le
vel）を含むことを特徴とする画像表示装置。
【請求項１０】
　複数の光源と、
　前記複数の光源を駆動する光源駆動手段と、
　前記光源からの出射光を反射し対象物に投射する反射ミラーと、
　前記反射ミラーを駆動するミラー駆動手段と、
　入力映像信号から、画像信号の特徴量を検出する特徴量検出手段と、
　前記特徴量検出手段で得られた画像信号の特徴量から、画像の切り替わりを検出するシ
ーンチェンジ検出手段と、
　前記複数の光源の光量を測定する光センサと、
　前記複数の光源近傍の温度を測定する温度センサと、
　前記入力映像信号の垂直帰線期間に第一基準信号レベルの映像を重畳し、その光量を前
記光センサで測定した第一光量値に応じて第一ステップ幅にて前記複数の光源の光量－順
方向電流特性の閾値電流を制御する閾値電流制御手段と、
前記温度センサの出力または前記画像信号の特徴量に応じて第一ステップ幅にて前記複数
の光源の光量－画像信号特性の傾きを制御する電流ゲイン制御手段と、
を備え、出射光を前記反射ミラーで走査することで画像を投射表示させる画像表示装置で
あって、
前記複数の光源の閾値電流および光量－画像信号特性の傾きを制御することを特徴とする
画像表示装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の画像表示装置において、
前記閾値電流制御手段は、垂直帰線期間に第一基準信号レベルの映像を重畳する表示位置
を映像フレーム毎でランダムな表示位置となるよう制御することを特徴とする画像表示装
置。
【請求項１２】
　複数の光源と、
　前記複数の光源を駆動する光源駆動手段と、
　前記光源からの出射光を反射し対象物に投射する反射ミラーと、
　前記反射ミラーを駆動するミラー駆動手段と、
　前記複数の光源の光量を測定する光センサと、
を備え、出射光を前記反射ミラーで走査することで画像を投射表示させる画像表示装置で
あって、
前記入力映像信号の垂直帰線期間に第一基準信号レベルの映像を重畳する表示位置を映像
フレーム毎でランダムな表示位置となるよう制御する映像重畳手段を含むことを特徴とす
る画像表示装置。
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